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用
・
進
化
さ
せ
て
い
く
楽
し
さ
も
あ
り

ま
す
。
新
潟
大
学
消
化
器
内
科
は
、
食

道
ア
カ
ラ
シ
ア
の
内
視
鏡
的P

O
E

M

治
療
も
症
例
数
国
内
第
8
位
の
屈
指

の
機
関
で
あ
り
、
先
進
医
療
と
し

て
、
新
た
にZ

e
n

k
e
r

憩
室
に
対
す
る

Z
-P

O
E

M

を
進
め
、
ま
た
今
年
度
は

難
治
の
逆
流
性
食
道
炎
に
対
す
る
内
視

鏡
的
逆
流
防
止
粘
膜
切
除
術 (A

R
M

S
)

も
開
始
し
ま
す
。
腸
内
細
菌
に
お
け
る

小
腸
内
細
菌
増
殖
症
（S

IB
O

）
の
報

告
数
も
国
内
で
一
番
多
い
状
況
で
す
。

ま
た
、
次
世
代
医
療
と
し
て
の
再
生
医

療
臨
床
開
発
の
分
野
に
お
い
て
は
、
間

葉
系
幹
細
胞
、H

M
G

B
1

ペ
プ
チ
ド

製
剤
を
用
い
た
再
生
医
療
等
を
、
企
業

治
験
、
医
師
主
導
治
験
と
し
て
行
っ
て

お
り
、
こ
の
分
野
で
は
、
ト
ッ
プ
の
機

関
で
す
。
医
工
連
携
に
よ
り
開
発
し
た

E
S
D

の
教
育
機
器
『E

n
d
o
g
e
l

』
は

世
界
10
か
国
で
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
消
化
管
異
物
除
去
用
の
内
視
鏡

ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
『E

n
d
o
flo

w
e
r

』

や
、
病
院
用
の
『
簡
易
ト
イ
レ
』
も
開

発
し
販
売
し
て
い
ま
す
。

２
０
２
4
年
は
赴
任
し
て
10
年
目
に

な
り
ま
す
。
こ
の
間
に
入
局
し
た
先
生

は
84
人
、
学
位
取
得
し
た
先
生
が
70
人

で
す
。
関
連
機
関
で
診
療
部
長
以
上
に

昇
任
さ
れ
た
先
生
は
49
人
で
、
そ
れ
ぞ

れ
の
施
設
で
、
運
営
と
診
療
と
後
輩
育

成
を
担
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
地

域
医
療
を
担
う
『
か
か
り
つ
け
医
』
と

し
て
独
立
さ
れ
た
先
生
は
41
人
に
な

り
、
地
域
の
関
連
機
関
と
病
診
連
携
を

し
て
頂
い
て
い
ま
す
。

赴
任
以
来
、
教
室
の
若
い
先
生
た
ち

に
は
、
様
々
な
分
野
の
世
界
ト
ッ
プ
の

機
関
で
国
際
交
流
、
留
学
の
経
験
を
作

っ
て
欲
し
い
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
し

た
。
現
在
、
教
室
に
は
、
文
部
科
学
省

た
。
専
門
科
は
、
当
直
の
際
に
魚
骨
を

食
道
に
詰
ま
ら
せ
た
患
者
さ
ん
の
内
視

鏡
的
除
去
ま
で
行
わ
せ
て
い
た
だ
い
た

時
の
強
い
達
成
感
か
ら
、
多
彩
な
手
技

の
あ
る
消
化
器
内
科
に
決
め
た
記
憶
が

あ
り
ま
す
。

そ
の
後
、
新
潟
大
学
病
院
、
第
一
病

理
、
新
発
田
病
院
で
研
鑽
を
積
み
、

２
０
１
４
年
か
ら
長
岡
中
央
綜
合
病
院

で
勤
務
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
そ
の
間
に
先
輩
方
か
ら
の
指
導
を

頂
き
な
が
ら
消
化
器
内
科
医
と
し
て
の

ス
キ
ル
を
構
築
す
る
こ
と
が
で
き
た
と

思
い
ま
す
。
振
り
返
る
と
消
化
器
内
科

医
と
し
て
20
年
の
月
日
が
流
れ
、
も
う

近
はA

I

が
内
視
鏡
診
断
を
支
援
し
て

く
れ
ま
す
が
、
内
視
鏡
手
技
に
は
内
視

鏡
医
の
技
術
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

３
．
サ
ブ
ス
ペ
シ
ャ
リ
テ
ィ
ー
毎
に
専

門
医
制
度
が
整
備
さ
れ
て
い
る

消
化
器
病
学
会
、
消
化
器
内
視
鏡
学

会
、
肝
臓
学
会
な
ど
、
各
領
域
の
専
門

医
制
度
が
整
備
さ
れ
、
専
門
医
資
格
を

更
新
し
な
が
ら
知
識
の
ア
ッ
プ
デ
ー
ト

も
行
え
ま
す
。
当
科
で
も
勤
務
年
数
に

応
じ
た
各
学
会
専
門
医
取
得
を
行
っ
て

い
ま
す
。

４
．
多
く
の
女
性
医
師
が
活
躍
し
て
い

る
当
科
の
3
名
の
女
性
医
師
の
う
ち
1

名
は
、
産
休
と
育
児
休
暇
後
に
日
勤
で

復
帰
し
、E

S
D

や
後
輩
の
指
導
も
こ

な
し
、5
時
に
保
育
園
に
向
か
い
ま
す
。

お
互
い
を
理
解
し
チ
ー
ム
で
サ
ポ
ー
ト

す
る
時
代
で
す
。
男
女
問
わ
ず
働
き
や

す
い
よ
う
当
科
は
週
末
完
全
オ
フ
や
平

日
夜
間
の
当
番
制
も
導
入
済
で
す
。

５
．
開
業
と
の
相
性
も
抜
群
！

当
院
の
勤
務
を
経
て
水
戸
市
で
開
業

さ
れ
て
い
る
打
越
康
朗
先
生
（
S

５９

卒
）、
渡
辺
孝
治
先
生
（
H
８
卒
）
は
、

内
視
鏡
や
超
音
波
な
ど
消
化
器
内
科
の

長
所
を
生
か
し
大
繁
盛
さ
れ
て
い
ま
す
。

お
わ
り
に 

新
潟
県
内
の
消
化
器
内
科
の
診
療
水

準
は
非
常
に
高
い
レ
ベ
ル
に
あ
り
、
各

病
院
に
教
え
上
手
な
指
導
医
や
ス
タ
ッ

フ
が
揃
い
、
経
験
も
沢
山
積
め
る
は
ず

で
す
。
初
期
研
修
後
の
進
路
を
検
討
中

の
先
生
と
関
係
者
の
皆
様
に
は
、
や
り

が
い
に
満
ち
た
消
化
器
内
科
を
是
非
選

ん
で
頂
き
た
い
で
す
。

へ
の
国
内
留
学
、
海
外
７
か
所
の
施
設

（
マ
イ
ン
ツ
大
学
、
ロ
ン
ド
ン
大
学
、

バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
大
学
、
ハ
ー
バ
ー
ド

大
学
、
シ
ン
シ
ナ
テ
イ
大
学
、M

a
y

o
 

C
lin

ic

、
ア
メ
リ
カN

IH

）
に
留
学

し
た
ス
タ
ッ
フ
が
帰
学
し
て
お
り
、
全

国
の
中
で
も
屈
指
の
多
様
性
を
持
っ
た

組
織
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
彼
ら
に
は

教
室
内
で
新
し
い
ア
イ
デ
ア
で
切
磋
琢

磨
し
活
躍
し
て
欲
し
い
と
願
っ
て
い
ま

す
。私

自
身
は
、
現
在
、
日
本
肝
臓
学

会
理
事
、
厚
労
省
の
肝
胆
膵
領
域
の

D
P

C

班
長
、
ま
た
日
本
再
生
医
療
学

会
常
務
理
事
、
日
本
消
化
器
病
学
会
再

生
医
療
研
究
推
進
委
員
会
委
員
長
と
し

て
、『
治
せ
な
い
病
気
』
に
対
す
る
次

世
代
医
療
の
開
発
に
取
り
組
ん
で
お
り

ま
す
。
同
時
に
、
医
療
に
お
け
る
経
済

的
な
部
分
、
診
療
報
酬
に
つ
い
て
、
患

者
さ
ん
に
適
切
に
医
療
を
提
供
で
き
る

方
策
を
日
々
考
え
て
い
ま
す
。
肝
臓
学

会
に
お
い
て
は
、
新
た
に
『
肝
臓
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
』
を
保
険
収
載
し
た

い
と
考
え
活
動
中
で
す
。
先
端
医
療
と

し
て
は
、
適
切
な
エ
ク
ソ
ソ
ー
ム
（
細

胞
外
小
胞
）
治
療
の
開
発
の
た
め
に
、

厚
労
省
と
と
も
に
、『
細
胞
外
小
胞
等

の
臨
床
応
用
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
』
を
座
長

と
し
て
ま
と
め
、
次
世
代
医
療
の
標
準

化
の
議
論
を
し
て
い
る
日
々
で
す
。
今

後
は
、
さ
ら
にA

I

の
積
極
的
な
導
入
、

難
治
の
す
い
臓
が
ん
に
対
す
る
対
策
な

ど
も
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

消
化
器
領
域
は
最
大
の
領
域
で
あ

り
、
ま
す
ま
す
対
象
は
広
が
り
、
そ
れ

を
担
う
医
師
も
時
代
に
応
じ
た
医
学
の

知
識
、技
術
の
習
得
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

消
化
器
内
科
は
様
々
に
活
躍
で
き
る
分

野
が
あ
り
、『
一
燈
照
隅
を
担
う
消
化

器
内
科
医
』
と
し
て
、
生
涯
に
わ
た
り

や
り
が
い
を
持
ち
活
躍
し
続
け
ら
れ
る

分
野
と
考
え
て
い
ま
す
。

意
味
合
い
が
強
い
領
域
で
し
た
が
、
近

年
で
は
、
ま
っ
た
く
違
う
生
活
習
慣
に

伴
う
分
野
に
変
化
し
て
き
ま
し
た
。

食
生
活
の
変
化
、
高
齢
化
に
よ
り
、

現
在
国
内
に
はM

A
S
L

D

患
者
が
約

２
０
０
０
万
人
に
上
り
、M

A
S
L

D

を

原
因
と
す
る
糖
尿
病
、
心
疾
患
、
腎
臓

病
対
策
が
重
要
な
時
代
に
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
たM

A
S
L

D

で
は
、
肝
細
胞

が
ん
以
外
に
、
大
腸
が
ん
他
、
他
部
位

の
が
ん
も
高
リ
ス
ク
で
す
。
消
化
器
疾

患
は
、
感
染
症
型
の
単
一
因
子
の
原
因

の
も
の
か
ら
、
生
活
習
慣
な
ど
の
多
因

子
型
に
な
っ
て
い
ま
す
。

多
様
、
多
彩
な
疾
患
の
他
、
消
化
器

内
科
診
療
の
魅
力
の
１
つ
は
、
検
査
、

診
断
の
手
技
の
多
さ
と
考
え
て
い
ま

す
。E

S
D

、ER
C

P

、EU
S

、血
管
造
影
、

腹
部
エ
コ
ー
な
ど
多
様
な
手
技
を
学
ん

で
い
く
楽
し
さ
は
他
の
内
科
に
は
な
い

部
分
で
す
。
日
々
、
新
し
い
技
術
を
学

び
、
患
者
さ
ん
の
診
断
治
療
を
す
る
こ

と
は
、
医
師
と
し
て
大
き
な
成
長
に
挑

戦
す
る
分
野
と
考
え
ま
す
。
技
術
を
応

医
学
の
常
識

は
科
学
の
進
歩

に
よ
り
変
化
し

ま
す
。
そ
の
中

で
、
我
々
は
患

者
さ
ん
を
『
治

す
』
と
い
う
こ

と
を
使
命
に
、
長
い
医
師
人
生
を
過
ご

し
ま
す
。
私
自
身
は
、
消
化
、
吸
収
、

代
謝
の
シ
ス
テ
ム
に
魅
力
を
感
じ
、
さ

ら
に
癌
も
対
象
疾
患
で
あ
る
こ
と
か
ら

消
化
器
内
科
医
に
な
り
ま
し
た
。
日
本

消
化
器
病
学
会
は
会
員
数
３
７
０
０
０

人
に
上
り
、
サ
ブ
ス
ペ
シ
ャ
リ
テ
ィ
ー

で
は
最
大
の
学
会
で
す
。
２
０
２
３

年
、
生
活
習
慣
予
防
協
会
は
『
令
和
の

3
大
新
国
民
病
』
と
し
て
、
機
能
性
デ

ィ
ス
ペ
プ
シ
ア
、M

A
S
L

D
(

代
謝
機

能
障
害
関
連
脂
肪
性
肝

疾
患

）、
う
つ
病
を
あ

げ
て
い
ま
す
。
私
が
医

師
に
な
っ
た
時
は
、
消

化
器
疾
患
は
、
肝
炎
ウ

イ
ル
ス
等
、
感
染
症
の

私
の
住
む
茨

城
県
は
、
魅
力

度
ラ
ン
キ
ン
グ

で
全
国
ワ
ー
ス

ト
2
位
で
す
。

少
し
不
名
誉
で

す
が
、
住
め
ば

都
。
水
戸
市
は
人
口
約
27
万
の
小
都
市

で
す
が
、
偕
楽
園
を
は
じ
め
緑
と
史
跡

も
多
い
住
み
心
地
よ
い
所
で
す
。
当
院

は
、
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
を
擁
し
、
ド

ク
タ
ー
ヘ
リ
と
ド
ク
タ
ー
カ
ー
の
運
行

を
担
う
急
性
期
型
病
院
で
、
歴
代
病
院

長
を
は
じ
め
現
在
も
多
く
の
新
潟
大
出

身
者
が
い
ま
す
。
私
は
50
代
後
半
を
迎

え
つ
つ
、
消
化
器
内
科
チ
ー
ム
の
一
員

と
し
て
こ
の
病
院
で
誇
り
を
持
っ
て
働

い
て
い
ま
す
。
今
回
は
改
め
て
消
化
器

内
科
の
魅
力
を
考
え
て
み
ま
し
た
。

１
．
手
技
や
疾
患
が
豊
富
、
や
り
が
い

や
達
成
感
が
沢
山
味
わ
え
る

消
化
管
と
肝
胆
膵
の
疾
患
を
内
視
鏡

や
超
音
波
を
使
っ
て
自
ら
観
察
・
治
療

す
れ
ば
、
大
き
な
達
成
感
が
得
ら
れ
ま

す
。
私
が
消
化
器
内
科
を
志
し
た
90
年

位
の
期
間
、
研
修
を
受
け

な
け
れ
ば
施
行
で
き
な
い

手
技
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
低
侵
襲
的
検
査
・

治
療
を
目
指
し
て
お
り
、

近
年
の
進
歩
は
目
覚
ま
し

い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
消

化
管
の
癌
は
粘
膜
に
と
ど

ま
っ
て
い
れ
ば
非
常
に
大

き
い
も
の
で
も
内
視
鏡
的
粘
膜
剥
離
術

(E
S
D

)

で
切
除
可
能
で
す
。
閉
塞
性
黄

疸
の
ド
レ
ナ
ー
ジ
も
現
在
は
ほ
と
ん
ど

の
症
例
で
内
視
鏡
的
に
行
う
こ
と
が
可

能
で
す
。
ま
た
、
消
化
器
以
外
の
癌
と

同
様
に
、
近
年
抗
が
ん
剤
の
進
歩
は
目

覚
ま
し
い
も
の
が
あ
り
、
数
か
月
単
位

で
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
変
わ
っ
て
い
き
ま

す
。ま

た
、
消
化
器
内
科
は
高
い
専
門
性

を
有
し
ま
す
が
、
患
者
全
体
を
診
る
総

合
内
科
的
な
診
療
科
で
あ
る
こ
と
も
魅

力
の
1
つ
で
す
。
腹
部
症
状
は
消
化
器

内
科
、外
科
、産
婦
人
科
を
中
心
に
様
々

な
診
療
科
の
疾
患
で
出
現
し
ま
す
が
、

代
は
、
リ
ン
パ
節
転
移
の
な
い
消
化
管

早
期
癌
を
内
視
鏡
で
剥
が
し
取
る
「
内

視
鏡
的
粘
膜
下
層
剥
離
術
（E

S
D

）」

の
黎
明
期
で
活
気
に
満
ち
、
消
化
器
内

科
医
で
良
か
っ
た
と
し
み
じ
み
思
い
ま

し
た
。
そ
の
後
大
学
院
で
消
化
管
病
理

を
学
ば
せ
て
頂
き
ま
し
た
が
、
内
視
鏡

像
と
病
理
組
織
像
を
行
き
来
す
る
思
考

プ
ロ
セ
ス
は
、
日
々
の
内
視
鏡
診
療
で

大
変
役
立
っ
て
い
ま
す
。
技
術
は
日
進

月
歩
で
、
当
院
で
も
小
腸
内
視
鏡
、

内
科
外
科
合
同
手
術
（L

E
C

S

）、
超

音
波
内
視
鏡
下
瘻
孔
形
成
術
（E

U
S
-

C
D

S
, E

U
S
-H

G
S

）
や
膿
瘍
ド
レ
ナ

ー
ジ
術
（H

o
t A

X
IO

S

）
等
を
行
え

ま
す
。
次
々
と
登
場
す
る
新
技
術
も
魅

力
の
一
つ
で
す
。

２
．
医
師
過
剰
時
代
に
も
食
い
扶
持
に

困
ら
な
い

 

が
ん
罹
患
数
の
1
位
は
大
腸
、
3

位
は
胃
。
炎
症
性
腸
疾
患
も
増
加
し
診

療
需
要
は
大
き
い
で
す
。
内
視
鏡
と
超

音
波
で
「
手
に
職
」
を
つ
け
れ
ば
、
ア

ル
バ
イ
ト
先
の
確
保
も
容
易
に
な
り
、

様
々
な
働
き
方
が
可
能
で
す
。
ま
た
最

決
し
て
若
手
と
は
言
え
な
い
年
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
20
年
の
経
験
を
積

ん
だ
今
、
改
め
て
こ
の
分
野
の
魅
力
と
、

自
分
自
身
の
歩
み
に
つ
い
て
振
り
返
る

と
、
数
々
の
技
術
革
新
や
患
者
さ
ん
と

の
深
い
関
わ
り
を
通
じ
て
、
大
変
充
実

し
た
キ
ャ
リ
ア
を
築
い
て
き
た
と
実
感

し
ま
す
。

消
化
器
内
科
の
診
療
は
、
日
々
の
ル

ー
チ
ン
ワ
ー
ク
が
多
い
一
方
で
、
そ
の

中
に
深
い
専
門
性
と
多
彩
な
手
技
が

詰
ま
っ
て
い
ま
す
。
胃
カ
メ
ラ
、
大

腸
カ
メ
ラ
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
内

視
鏡
的
腫
瘍
切
除
（
ポ
リ
ペ
ク
ト
ミ

ー
、E

M
R

、E
S
D

）、
内
視
鏡
的
止
血

術
、E

U
S

、E
U

S
-F

N
A

、E
U

S

下

治
療
、E

R
C

P

、
経
皮
的
処
置
（
肝
生

検
、P

T
G

B
D

、P
T

C
D

、P
T

P
E

、

R
F

A

）、
ア
ン
ギ
オ
治
療
（T

A
C

E

、

止
血
処
置
、B

R
T

O

）
な
ど
、
多
彩
で

技
術
的
に
高
度
な
治
療
も
日
々
行
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
様
々
な
手
技
を

駆
使
す
る
こ
と
で
、
患
者
さ
ん
の
症
状

緩
和
やQ

O
L

を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
る
の
は
、
消
化
器
内
科
の
大
き
な

魅
力
で
す
。

特
に
個
人
的
に
力
を
入
れ
て
き
た
の

が
、E

U
S
-B

D

（
内
視
鏡
的
超
音
波
下

多
く
の
場
合
、
初
め
に
診
る
の
は
消
化

器
内
科
で
す
。
消
化
器
内
科
が
各
種
検

査
で
診
断
を
し
て
必
要
が
あ
れ
ば
該
当

科
へ
診
療
を
依
頼
し
ま
す
。
一
般
内
科

的
疾
患
も
内
科
の
一
員
と
し
て
診
療
し

ま
す
。

消
化
器
内
科
は
多
く
の
臓
器
が
対
象

で
あ
り
、
検
査
・
診
療
が
多
い
忙
し
い

科
で
あ
る
た
め
チ
ー
ム
医
療
が
不
可
欠

で
す
。
外
科
、
放
射
線
科
、
腫
瘍
内
科
、

病
理
、
内
科
の
各
科
と
は
十
分
な
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
っ
て
協
力
体
制

を
作
っ
て
い
ま
す
。
消
化
管
癌
の
化
学

療
法
は
腫
瘍
内
科
に
、
診
断
さ
れ
た
イ

レ
ウ
ス
は
外
科
に
お
願
い
す
る
な
ど
の

診
療
分
担
も
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
最
近
の
働
き
方
改
革
も
あ
り
、

内
科
全
体
で
申
し
合
わ
せ
て
終
末
期
患

者
の
看
取
り
は
内
科
当
直
医
に
依
頼
す

る
、
休
日
は
主
治
医
で
な
く
消
化
器
内

科
拘
束
番
をfirst c

a
ll

と
し
て
対
応

を
任
せ
る
な
ど
し
て
生
活
の
質
を
上
げ

東
京
都
と
接
し
て
お
りJR

京
浜
東
北

線
で
東
京
駅
か
ら
約
30
分
、
大
宮
か
ら

約
20
分
の
距
離
の
、
４
２
４
床(

コ
ロ

ナ
禍
以
降
は
３
７
９
床
稼
働)

の
急
性

期
型
病
院
で
す
。
川
口
市
は
人
口
約

60
万
人
の
東
京
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
で
あ

り
、
近
年
大
規
模
商
業
施
設
や
高
層
マ

ン
シ
ョ
ン
の
建
設
が
行
わ
れ
、
発
展
の

著
し
い
地
域
で
す
。
当
院
は
こ
の
地
区

の
地
域
中
核
病
院
で
あ
り
、
連
日
多
く

の
患
者
さ
ん
が
受
診
し
ま
す
。

消
化
器
内
科
の
魅
力
と
し
て
、
ま
ず

高
い
専
門
性
を
挙
げ
た
い
と
思
い
ま

す
。
各
種
消
化
器
内
視
鏡
、
腹
部
血
管

造
影
、
肝
臓
の
穿
刺
治
療
な
ど
数
年
単

埼
玉
県
済
生
会
川
口

総
合
病
院
消
化
器
内
科

の
松
井
と
申
し
ま
す
。

当
院
は
新
潟
大
学
消
化

器
内
科
の
首
都
圏
に
あ

る
唯
一
の
関
連
病
院
で

す
。
埼
玉
県
の
南
部
に

位
置
し
、
荒
川
を
境
に

る
工
夫
も
し
て
お
り
ま
す
。

現
在
の
研
修
医
制
度
が
始
ま
っ
て
初

期
研
修
医
が
多
く
の
科
を
ロ
ー
テ
ー
シ

ョ
ン
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
忙
し

い
内
科
や
外
科
の
入
局
者
が
減
っ
て
い

私
は
２
０
０

３
年
に
新
潟
大

学
を
卒
業
し
、

幅
広
い
疾
患
に

対
応
で
き
る
医

者
に
な
り
た
い

と
の
漠
然
と
し

た
希
望
か
ら
大
学
病
院
で
の
内
科
研
修

を
選
択
し
ま
し
た
。
１
年
間
の
研
修
を

終
え
、
内
科
研
修
医
間
で
の
く
じ
引
き

で
２
番
く
じ
を
引
き
当
て
、
多
忙
だ
が

多
く
の
症
例
が
経
験
で
き
る
長
岡
中
央

綜
合
病
院
で
の
2
年
目
の
内
科
研
修
を

選
択
し
ま
し
た
。
月
3
回
の
当
番
日
当

直
を
こ
な
す
な
ど
多
忙
で
し
た
が
、
充

実
し
た
研
修
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し

る
と
聞
き
ま
す
。
消
化
器
内
科
は
多
く

の
魅
力
を
も
っ
た
診
療
科
で
あ
り
、
現

在
は
ど
こ
の
病
院
の
消
化
器
内
科
も
生

活
の
質
を
高
め
る
努
力
を
し
て
い
る
と

思
い
ま
す
の
で
、
若
い
先
生
は
ぜ
ひ
入

局
を
ご
検
討
下
さ
い
。

（

平

成

２

年

卒

）

寺

井

崇

二

新
潟
大
学
大
学
院
医
歯
学
総
合
研
究
科

消

化

器

内

科

学

分

野
　

教
　

授

（

平

成

２

年

卒

）

松

井

　

茂

埼
玉
県
済
生
会
川
口
総
合
病
院

副
院
長
／
消
化
器
内
科
部
長

（

平

成

15

年

卒

）

岡

　

宏

充

長
岡
中
央
綜
合
病
院
　
内
科
部
長

（

平

成

5

年

卒

）

柏

村

　

浩

水
戸
済
生
会
総
合
病
院
　
副
院
長

消

化

器

内

科

主

任

部

長

消
化
器
内
科
医
と
し
て
の

消
化
器
内
科
医
と
し
て
の

２０２０
年
を
振
り
返
っ
て

年
を
振
り
返
っ
て

消化器内科の魅力



令和 6 年 9 月 20 日（金） 第 159 号にいがた勤務医ニュース

編
集
後
記

編
集
後
記

何
で
も
診
ら
れ
る
「
お
医

何
で
も
診
ら
れ
る
「
お
医

者
さ
ん
」
に
な
り
た
い

者
さ
ん
」
に
な
り
た
い

育
児
休
暇
か
ら
復
帰
し
て

育
児
休
暇
か
ら
復
帰
し
て

消
化
器
内
科
の
魅
力
と
は

消
化
器
内
科
の
魅
力
と
は

多
様
性
・
柔
軟
性
に

多
様
性
・
柔
軟
性
に

富
ん
だ
消
化
器
内
科

富
ん
だ
消
化
器
内
科

努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す

が
、
今
後
は
こ
れ
か
ら
の
医
療
を
担
う

後
進
の
育
成
に
も
よ
り
力
を
入
れ
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
消
化
器
内
科
の
技

術
は
日
進
月
歩
で
進
化
し
て
お
り
、
次

世
代
の
医
師
に
最
新
の
技
術
や
治
療
を

継
承
す
る
こ
と
は
医
療
の
質
の
担
保
・

向
上
に
お
い
て
非
常
に
重
要
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
自
ら
の
最
新
の
知
識
・

技
術
の
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
を
怠
ら
ず
、
後

進
の
育
成
に
注
力
し
、
引
き
続
き
臨
床

の
最
前
線
で
尽
力
し
て
行
き
た
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

し
、
生
後
半
年
の
娘
を
育
て
な
が
ら
で

も
勤
務
し
や
す
い
よ
う
調
整
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
現
在
は
、月
曜

：

外
来
、

火
曜

：

上
部
内
視
鏡
＋
下
部
内
視
鏡
、

水
曜

：

上
部
内
視
鏡
＋
新
患
外
来
、
木

曜

：

外
来
＋E

S
D

やE
R

C
P

な
ど
の

処
置
、
金
曜

：

腹
部
エ
コ
ー
を
行
っ
て

い
ま
す
。
少
し
早
め
に
帰
宅
さ
せ
て
も

ら
っ
た
り
、
時
間
外
の
対
応
は
当
番
医

の
先
生
に
お
願
い
し
や
す
い
よ
う
調
整

し
て
い
た
だ
い
た
り
し
ま
し
た
。
そ
の

分
、
病
院
に
い
る
間
は
緊
急
処
置
も
含

め
、
精
一
杯
や
れ
る
こ
と
を
や
ろ
う
と

努
め
て
い
ま
す
。
帰
宅
す
る
と
、
離
乳

食
を
食
べ
さ
せ
て
、
お
風
呂
に
い
れ
、

積
み
木
や
楽
器
で
一
緒
に
遊
び
、
寝
か

し
つ
け
を
し
ま
す
。
1
日
が
あ
っ
と
い

う
間
で
す
。
毎
日
忙
し
い
で
す
が
、
育

児
と
仕
事
を
な
ん
と
か
両
立
で
き
て
い

る
の
は
、
家
族
や
同
じ
病
院
の
先
生
方

の
サ
ポ
ー
ト
の
お
か
げ
で
す
。

前
述
の
通
り
、
消
化
器
内
科
は
分
野

が
広
く
、
女
性
医
師
も
自
分
の
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ
な
が
ら
働
く
こ
と

が
で
き
る
科
だ
と
思
い
ま
す
。
内
視
鏡

が
で
き
る
、と
い
う
の
は
強
み
で
あ
り
、

健
診
や
ド
ッ
ク
で
も
働
き
口
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。
現
在
の
よ
う
に
時
短
で

働
か
せ
て
も
ら
っ
て
い
た
と
し
て
も
、

内
視
鏡
が
で
き
る
こ
と
で
他
科
の
先
生

か
ら
頼
っ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
も
多
い

で
す
。
子
育
て
を
し
な
が
ら
も
、
学
会

発
表
を
し
た
り
論
文
を
書
い
た
り
と
第

一
線
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
女
性
医
師
の

先
生
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
私
も
、

子
供
の
成
長
に
合
わ
せ
て
そ
の
時
々
に

合
っ
た
働
き
方
を
精
一
杯
で
き
た
ら
と

考
え
て
い
ま
す
。
内
視
鏡
が
好
き
で
楽

し
い
の
で
、
消
化
器
内
科
医
に
な
っ
て

よ
か
っ
た
で
す
し
、
充
実
し
て
働
い
て

い
る
姿
を
娘
に
も
見
て
も
ら
え
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。

女
性
医
師
は

特
に
、
結
婚
、

出
産
、
育
児
な

ど
の
ラ
イ
フ
イ

ベ
ン
ト
が
、
キ

ャ
リ
ア
プ
ラ
ン

に
大
き
く
影
響

す
る
た
め
、
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
と
思
い
ま
す
。

消
化
器
内
科
は
、
内
科
の
中
で
も
幅
広

い
疾
患
を
診
療
で
き
、
内
視
鏡
検
査
や

治
療
、
腹
部
エ
コ
ー
、
穿
刺
治
療
、
カ

テ
ー
テ
ル
と
い
っ
た
手
技
の
多
彩
さ
も

魅
力
で
す
。
た
く
さ
ん
や
る
こ
と
が
あ

る
と
い
う
こ
と
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
働
き

方
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。
そ
う
い
っ
た
点
か
ら
、
昨
年
娘
を

出
産
し
育
休
か
ら
復
帰
し
た
現
在
、
改

E
U

S
-B

D

導
入
の
際
に
は
、
事
前
に

学
会
や
研
究
会
へ
の
参
加
、
先
行
導
入

し
て
い
た
県
外
の
施
設
へ
の
見
学
な
ど

を
行
い
、
２
０
１
４
年
に
自
施
設
で
の

導
入
に
踏
み
切
り
ま
し
た
。
導
入
初
期

は
手
技
に
時
間
を
要
し
、
偶
発
症
の
経

験
も
あ
り
ま
し
た
が
、
１
０
０
例
以
上

の
経
験
を
積
み
、
現
在
は
手
技
も
安
定

し
短
時
間
で
安
全
に
施
行
可
能
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

20
年
の
キ
ャ
リ
ア
を
経
て
も
個
人
的

に
は
ま
だ
ま
だ
自
ら
の
技
術
の
向
上
に

胆
道
ド
レ
ナ
ー
ジ
）
の
導
入
で
す
。

E
U

S
-B

D

は
、
胆
道
の
狭
窄
や
閉
塞

が
あ
る
場
合
に
、
超
音
波
内
視
鏡
下
に

直
接
胆
道
に
ア
ク
セ
ス
し
、
ド
レ
ナ
ー

ジ
を
行
う
技
術
で
、
消
化
管
狭
窄
な
ど

でE
R

C
P

で
は
対
応
が
困
難
な
症
例

に
対
し
て
も
、
一
期
的
に
内
瘻
化
が
可

能
で
患
者
のQ

O
L

の
面
か
ら
も
非
常

に
有
効
な
治
療
で
す
。
一
方
、
腹
膜
炎

や
出
血
な
ど
の
重
篤
な
合
併
症
の
リ
ス

ク
も
伴
う
処
置
で
あ
り
、
高
難
度
の

手
技
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

め
て
消
化
器
内
科
を
選
ん
で
い
て
よ
か

っ
た
、
と
感
じ
ま
す
。

私
は
、
研
修
医
2
年
、
専
攻
医
1
年

の
計
3
年
間
、
済
生
会
病
院
で
勤
務
し

ま
し
た
。
緊
急
処
置
も
多
く
、
非
常
に

忙
し
い
日
々
で
し
た
が
、
さ
ま
ざ
ま
な

症
例
を
経
験
し
、
内
視
鏡
や
穿
刺
処

置
、
ア
ン
ギ
オ
な
ど
の
技
術
を
学
び
な

が
ら
、
や
り
が
い
の
あ
る
充
実
し
た
時

間
を
過
ご
し
ま
し
た
。
消
化
器
内
科
と

し
て
必
要
な
技
術
を
こ
の
若
手
の
時
期

に
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ

た
と
感
じ
ま
す
。

そ
の
後
、
大
学
病
院
、
大
学
院
を
経

て
、
現
在
は
豊
栄
病
院
で
勤
務
し
て
い

ま
す
。昨
年
11
月
に
第
一
子
を
出
産
し
、

今
年
4
月
、仕
事
に
復
帰
を
し
ま
し
た
。

復
帰
に
あ
た
り
、
院
長
や
上
司
と
相
談

言
わ
れ
た
と
き
は
す
ご
く
う
れ
し
く
な

り
ま
し
た
（
逆
の
こ
と
を
言
わ
れ
て
、

落
ち
込
む
こ
と
も
多
々
あ
り
ま
し
た

が
）。
自
分
の
成
長
が
す
ぐ
に
結
果
と

し
て
実
感
で
き
る
の
は
魅
力
の
一
つ
で

す
。し

か
し
、
現
在
の
病
院
に
赴
任
し
て

か
ら
は
、
肝
臓
の
分
野
を
専
門
に
選
ぶ

こ
と
に
し
ま
し
た
。
当
時
の
市
民
病
院

消
化
器
内
科
で
は
同
世
代
で
肝
臓
を
専

門
に
し
て
い
た
医
師
が
お
ら
ず
、
そ
こ

に
需
要
が
あ
る
だ
ろ
う
と
考
え
た
安
易

な
理
由
で
し
た
。
当
院
は
、
腹
腔
内
出

血
の
経
カ
テ
ー
テ
ル
的
動
脈
塞
栓
術
、

門
脈
圧
亢
進
症
に
対
す
る
バ
ル
ー
ン
閉

塞
下
逆
行
性
経
静
脈
的
塞
栓
術
や
部
分

的
脾
動
脈
塞
栓
術
と
い
っ
た
血
管
内
カ

テ
ー
テ
ル
治
療
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い

る
病
院
で
す
。
こ
れ
ま
で
私
が
経
験
し

た
こ
と
の
な
い
治
療
ば
か
り
で
、
上
司

に
教
わ
り
な
が
ら
、
必
死
に
学
び
ま
し

た
。
上
司
に
恵
ま
れ
、
新
鮮
で
楽
し
い

日
々
で
し
た
。
現
在
は
後
輩
も
で
き
、

教
わ
っ
た
こ
と
を
次
世
代
に
伝
え
て
い

く
立
場
に
な
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す

（
実
力
は
ま
だ
ま
だ
な
の
で
す
が
）。

私
は
一
つ
の
目
標
に
向
か
っ
て
ま
っ

に
も
ご
指
導
を
賜
り
な
が
ら
必
要
な
連

携
を
取
り
つ
つ
日
々
の
診
療
に
あ
た
ら

せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

ま
だ
自
分
の
理
想
に
は
程
遠
い
で
す

が
、
こ
れ
か
ら
も
っ
と
精
進
し
経
験
を

積
ん
で
い
つ
か
医
療
者
か
ら
も
患
者
か

ら
も
信
頼
さ
れ
る
「
お
医
者
さ
ん
」
に

な
れ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

そ
の
分
検
査
や
処
置
・
治
療
の
種
類
も

非
常
に
多
く
な
り
ま
す
。
地
域
医
療
と

い
う
限
ら
れ
た
環
境
で
あ
っ
て
も
胃
カ

メ
ラ
や
大
腸
カ
メ
ラ
、
腹
部
エ
コ
ー
を

用
い
た
評
価
や
、
処
置
経
験
と
環
境
が

あ
れ
ば
治
療
ま
で
自
分
一
人
で
も
行
う

こ
と
が
で
き
る
の
も
魅
力
と
感
じ
ま
し

た
。

よ
り
内
科
系
を
、
内
科
系
な
ら
幅
広

く
、
ジ
ェ
ネ
ラ
リ
ス
ト
に
近
い
内
科
に

な
り
た
い
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
内
科
の
中
で
最
も
扱
う
臓
器
が
多

く
、
き
っ
と
守
備
範
囲
が
広
い
の
だ
ろ

う
と
、
消
化
器
内
科
を
選
び
ま
し
た
。

総
合
診
療
内
科
の
先
生
に
失
礼
が
な
い

よ
う
に
補
足
さ
せ
て
頂
き
ま
す
が
、
当

時
の
私
は
よ
く
分
か
っ
て
い
な
か
っ
た

だ
け
で
、
消
化
器
内
科
が
総
合
診
療
内

科
に
近
い
内
科
か
と
い
う
と
、
そ
ん
な

こ
と
は
な
い
と
今
で
は
思
っ
て
い
ま
す
。

変
わ
っ
た
理
由
で
消
化
器
内
科
を
選

ん
だ
私
で
す
が
、
最
初
は
内
視
鏡
検
査

に
の
め
り
込
ん
で
い
き
ま
し
た
。
苦
痛

が
強
く
患
者
に
嫌
が
ら
れ
る
検
査
で

す
。
い
か
に
苦
痛
な
く
、
楽
に
検
査
を

完
遂
で
き
る
か
日
々
考
え
な
が
ら
修
練

し
、
反
省
を
繰
り
返
し
、
患
者
に
「
今

日
の
検
査
は
楽
だ
っ
た
。」
と
初
め
て

皆
様
初
め
ま

し
て
。
新
潟
県

立
吉
田
病
院
で

消
化
器
内
科
を

し
て
お
り
ま
す

高
木
将
之
と
申

し
ま
す
。
ま
だ

ま
だ
若
輩
者
の
私
が
消
化
器
内
科
を
語

る
な
ど
大
変
恐
縮
で
は
ご
ざ
い
ま
す

が
、
せ
っ
か
く
機
会
を
い
た
だ
い
た
の

で
私
な
り
に
思
っ
て
い
る
こ
と
を
話
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
異
論
が
多
く
あ

る
と
は
思
い
ま
す
が
、
若
輩
者
の
戯
言

と
思
っ
て
聞
い
て
い
た
だ
け
と
幸
い
で

す
。魅

力
を
話
す
に
あ
た
り
、
な
ぜ
私
が

以
上
に
よ
り
私
は
消
化
器
内
科
を
選

び
ま
し
た
が
、
実
際
に
働
い
て
み
る
と

自
分
が
考
え
て
い
た
消
化
器
内
科
の
魅

力
は
そ
の
ま
ま
消
化
器
内
科
の
難
し
さ

で
も
あ
り
、
時
に
自
分
の
壁
と
な
っ
て

立
ち
は
だ
か
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ

ん
な
時
に
は
、
消
化
器
内
科
の
先
生
方

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
他
科
の
先
生
方

を
選
ぶ
こ
と
で
し
た
。

扱
う
臓
器
に
関
し
て
は
食
道
や
胃
、

小
腸
、
大
腸
と
い
っ
た
消
化
管
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
肝
臓
や
膵
臓
、
胆
嚢
や

胆
管
、
場
合
に
よ
っ
て
は
咽
頭
や
脾
臓

も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
だ
け
多
く
の
臓
器

を
診
て
い
く
と
い
う
こ
と
は
そ
れ
だ
け

疾
患
に
出
会
う
機
会
も
多
い
と
言
え
ま

す
。
消
化
器
症
状
や
腹
部
症
状
で
外
来

を
受
診
さ
れ
る
方
が
多
く
、
消
化
器
以

外
の
疾
患
が
隠
れ
て
い
る
場
合
で
も
初

期
診
療
を
担
う
機
会
が
多
い
こ
と
も
強

み
で
あ
り
、
適
切
に
診
察
、
評
価
で
き

る
こ
と
が
前
提
で
す
が
、
少
し
で
も
診

断
・
治
療
に
貢
献
で
き
れ
ば
医
師
と
し

て
本
望
だ
と
思
い
ま
し
た
。

ま
た
、
高
齢
化
が
進
む
現
代
は
癌
を

抱
え
る
方
は
地
域
を
問
わ
ず
多
く
、
そ

の
中
で
も
消
化
器
癌
の
頻
度
が
高
く
な

っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
地
域
に
お
け
る

消
化
器
癌
の
早
期
診
断
・
早
期
治
療
に

貢
献
で
き
る
こ
と
も
魅
力
と
考
え
ま
し

た
。扱

う
臓
器
が
多
い
と
い
う
こ
と
は
、

消
化
器
内
科
医
を
志
し
た
の
か
に
つ
い

て
お
話
し
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。
私
は

自
治
医
科
大
学
出
身
で
、
ご
存
知
の
方

も
多
い
と
思
い
ま
す
が
新
潟
県
内
で
の

地
域
医
療
に
9
年
間
従
事
す
る
義
務
が

あ
り
ま
し
た
。
地
域
医
療
と
い
う
マ
ン

パ
ワ
ー
も
医
療
資
源
も
限
ら
れ
た
環
境

の
中
で
最
大
限
そ
の
地
域
の
役
に
立
っ

て
い
く
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
、

私
の
考
え
た
理
想
は
「
な
ん
で
も
診
ら

れ
る
お
医
者
さ
ん
」
に
な
る
こ
と
で
し

た
。
そ
れ
を
実
現
さ
せ
る
た
め
に
私
な

り
に
考
え
た
結
論
が
専
門
と
し
て
扱
う

臓
器
が
多
く
、
臓
器
が
多
い
が
故
に
必

要
と
さ
れ
る
検
査
・
処
置
・
治
療
の
種

類
も
多
い
（
と
思
っ
た
）
消
化
器
内
科

こ
の
度
は
こ

の
よ
う
な
機
会

を
頂
き
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
私
は
、

平
成
26
年
に
新

潟
市
民
病
院
消

化
器
内
科
に
着
任
し
ま
し
た
。改
め
て
、

消
化
器
内
科
の
魅
力
は
？
と
考
え
る

と
、
普
段
あ
ま
り
意
識
し
て
い
な
い
た

め
、
言
語
化
す
る
の
は
な
か
な
か
難
し

い
こ
と
に
気
付
か
さ
れ
ま
す
。
あ
り
き

た
り
で
は
あ
り
ま
す
が
、
私
が
消
化
器

内
科
を
選
ん
だ
き
っ
か
け
か
ら
書
か
せ

て
い
た
だ
こ
う
と
思
い
ま
す
。
私
が
医

師
に
な
っ
た
平
成
16
年
は
、
臨
床
研
修

が
必
修
化
さ
れ
現
在
の
初
期
臨
床
研
修

制
度
が
始
ま
っ
た
年
で
あ
り
ま
し
た
。

最
初
か
ら
消
化
器
内
科
を
志
望
し
て
い

た
わ
け
で
は
な
く
、
研
修
中
に
外
科
系

す
ぐ
進
ん
で
き
た
わ
け
で
は
な
く
、
コ

ロ
コ
ロ
と
自
分
の
考
え
を
変
え
て
き
た

医
師
で
す
。
こ
ん
な
私
が
消
化
器
内
科

の
魅
力
を
偉
そ
う
に
語
る
の
は
お
こ
が

ま
し
い
の
で
す
が
、
選
択
肢
が
多
く
、

様
々
な
変
化
に
対
応
し
、
広
い
受
け
皿

に
な
り
得
る
の
も
消
化
器
内
科
の
魅
力

と
考
え
て
い
ま
す
。
新
潟
の
消
化
器
内

科
は
伝
統
的
に
、
消
化
器
内
科
の
全
分

野
を
若
手
に
経
験
さ
せ
て
、
そ
こ
か
ら

専
門
分
野
を
選
ん
で
も
ら
う
教
育
シ
ス

テ
ム
で
す
。
こ
れ
は
非
常
に
い
い
シ
ス

テ
ム
だ
と
思
い
ま
す
。
や
は
り
、
実
際

に
経
験
し
て
見
え
て
く
る
こ
と
、
考
え

ら
大
腸
ま
で
様
々
な
臓
器
が
含
ま
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
各
臓
器
に
そ
れ
ぞ
れ

悪
性
腫
瘍
や
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
、
自
己

免
疫
疾
患
な
ど
多
種
多
様
な
疾
患
が
あ

り
、
急
性
期
か
ら
慢
性
期
、
診
断
か
ら

治
療
・
予
防
ま
で
幅
広
く
様
々
な
形
で

患
者
と
関
わ
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
と

て
も
魅
力
的
だ
と
思
い
ま
す
。
2
つ
目

は
「
多
彩
な
手
技
が
あ
る
こ
と
」
で
す
。

内
視
鏡
を
使
用
し
た
検
査
、
処
置
だ
け

で
も
内
視
鏡
的
粘
膜
下
層
剥
離
術
や
止

血
術
、超
音
波
内
視
鏡
下
穿
刺
吸
引
法
、

総
胆
管
結
石
採
石
術
な
ど
各
分
野
に

様
々
な
処
置
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
内

視
鏡
だ
け
で
は
な
く
経
皮
経
肝
胆
嚢
ド

レ
ナ
ー
ジ
な
ど
エ
コ
ー
を
用
い
た
穿
刺

処
置
な
ど
も
あ
り
、
様
々
な
手
技
を
身

に
付
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
私
は
専

門
を
決
め
る
際
に
手
を
動
か
し
た
い
と

「
消
化
器
内
科
楽
し
そ
う
だ
な
」
と
漠

然
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
初
期

研
修
医
と
な
り
様
々
な
科
で
研
修
を
す

る
中
で
内
科
の
い
く
つ
か
の
科
で
迷
い

ま
し
た
が
、
最
終
的
に
消
化
器
内
科
を

選
ん
だ
決
め
手
は
や
は
り
「
内
視
鏡
を

や
り
た
い
」
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

消
化
器
内
科
医
と
し
て
働
く
中
で

感
じ
る
消
化
器
内
科
の
魅
力
の
1
つ

は
「
対
象
と
な
る
臓
器
、
疾
患
が
多
い

こ
と
」
で
す
。
消
化
管
、
肝
臓
、
胆
膵

と
大
き
く
分
け
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
で

す
が
、
消
化
管
1
つ
と
っ
て
も
食
道
か

消
化
器
内
科
医
と
な
り
7
年
目
を
迎

え
ま
し
た
。
な
ぜ
消
化
器
内
科
を
選
ん

だ
の
か
、
私
が
思
う
消
化
器
内
科
の
魅

力
に
つ
い
て
お
話
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。消

化
器
内
科
に
関
心
を
持
っ
た
の
は

学
生
時
代
の
臨
床
実
習
で
、
早
期
胃
癌

の
内
視
鏡
治
療
を
見
学
し
た
こ
と
が
き

っ
か
け
で
す
。
内
視
鏡
で
実
際
に
癌
を

切
除
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
て
、
内
科

で
も
低
侵
襲
で
癌
を
根
治
で
き
る
と
い

う
こ
と
に
と
て
も
感
動
し
た
こ
と
を
今

で
も
よ
く
覚
え
て
い
ま
す
。
そ
こ
か
ら

い
う
気
持
ち
が
あ
っ
た
た
め
、
こ
の
よ

う
に
様
々
な
手
技
が
あ
る
こ
と
は
と
て

も
魅
力
的
で
し
た
。
ま
た
、
内
視
鏡
の

よ
う
な
手
技
を
習
得
す
る
こ
と
で
働
き

方
の
選
択
の
幅
が
広
が
る
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。
女
性
の
場
合
出
産
、

子
育
て
と
い
っ
た
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
で

多
く
の
時
間
を
要
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
が
、
そ
の
際
に
こ
う
い
っ
た
手
技
が

で
き
る
と
い
う
こ
と
は
働
き
方
の
選
択

の
際
に
強
み
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

現
在
私
は
新
潟
県
立
中
央
病
院
に
勤

務
し
て
お
り
ま
す
。
当
院
は
上
越
市
、

妙
高
市
、
糸
魚
川
市
の
3
つ
か
ら
な
る

上
越
地
域
（
人
口
約
24
万
人
）
に
お
い

て
、
唯
一
の
三
次
救
急
を
担
っ
て
お

り
、
年
間
の
５
０
０
０
台
以
上
の
救
急

車
を
受
け
て
入
れ
て
い
ま
す
。
や
は
り

消
化
器
内
科
は
緊
急
疾
患
が
多
い
た
め

夜
間
・
休
日
に
呼
び
出
さ
れ
る
こ
と
が

多
く
、
忙
し
い
日
々
を
送
っ
て
お
り
ま

す
。
し
か
し
、
様
々
な
疾
患
や
手
技
を

経
験
で
き
充
実
し
た
日
々
を
過
ご
せ
て

い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
未
熟
で
す
が
、
ご

指
導
い
た
だ
き
な
が
ら
日
々
成
長
し
消

化
器
内
科
医
と
し
て
地
域
に
貢
献
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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木

将

之

新
潟
県
立
吉
田
病
院

　
消
化
器
内
科

（

平

成

28

年

卒

）

山

﨑

文

紗

子

新
潟
県
立
中
央
病
院
　
消
化
器
内
科
　
医
長

（

平

成

28

年

卒

）

工

藤

麻

理

奈

厚
生
連
豊
栄
病
院
　
消
化
器
内
科

今
回
の
勤
務
医
ニ
ュ
ー
ス
は
、
消
化

器
内
科
の
魅
力
に
つ
い
て
の
特
集
で

す
。
各
病
院
で
多
忙
に
働
い
て
い
る
先

生
方
か
ら
ご
寄
稿
い
た
だ
き
ま
し
た
。

消
化
器
内
科
医
は
、（
勤
務
医
ア
ン

ケ
ー
ト
で
も
）
内
科
の
中
で
最
大
人
数

と
な
っ
て
お
り
、
今
回
の
特
集
で
も
広

い
領
域
を
カ
バ
ー
し
て
い
る
こ
と
が
理

解
で
き
ま
す
。
コ
ロ
ナ
で
人
と
人
と
の

結
び
つ
き
・
関
わ
り
合
い
が
少
な
く
な

っ
て
い
ま
す
が
、
自
分
が
か
か
わ
っ
た

こ
と
の
な
い
分
野
の
知
識
・
興
味
を
増

や
す
こ
と
で
、
理
解
・
協
力
な
ど
関
係

性
が
ま
す
ま
す
良
好
に
な
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

「
こ
ん
な
特
集
を
し
て
ほ
し
い
！
」

な
ど
の
ご
要
望
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
す

ぐ
に
は
お
応
え
で
き
な
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
新
潟
県
医
師
会
ま
で
ご
一
報

い
た
だ
け
る
と
幸
い
で
す
。(

伊　

藤)

が
変
わ
る
こ
と
は
よ
く
あ
る
と
思
い
ま

す
。
私
の
よ
う
に
し
っ
か
り
と
し
た
将

来
の
プ
ラ
ン
が
な
く
て
も
、
小
さ
な
き

っ
か
け
で
も
い
い
の
で
、
気
軽
な
気
持

ち
で
消
化
器
内
科
の
門
を
た
た
い
て
く

れ
た
ら
幸
い
で
す
。
必
ず
、
そ
の
人
に

合
っ
た
消
化
器
内
科
の
道
が
見
つ
か
る

と
思
い
ま
す
。


